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１．路線の状況１．路線の状況１．路線の状況１．路線の状況（（（（（（（（主）桜井吉野線）主）桜井吉野線）主）桜井吉野線）主）桜井吉野線）

■ （主）桜井吉野線は、奈良県桜井市を起点とし、

奈良県吉野郡吉野町に至る延長約23ｋｍの主

要幹線道路。

■国道165号と国道169号の間の区間は、第2次

緊急輸送道路に指定されている。

■国道169号とともに、本県の中和地域と吉野地

域を繋ぐ南北幹線道路であり、日常生活や産業

活動を支えるうえで欠くことのできない道路。

（主）桜井吉野線

百市工区

国道169号 国道165号
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１．路線の状況（骨格幹線道路ネットワーク）１．路線の状況（骨格幹線道路ネットワーク）１．路線の状況（骨格幹線道路ネットワーク）１．路線の状況（骨格幹線道路ネットワーク）

骨格幹線ネットワーク

（大和平野部）

中和幹線中和幹線中和幹線中和幹線

出典：奈良県道路整備 基本計画

（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線百市工区百市工区百市工区百市工区
L=1.4km

■（主）桜井吉野線百市工区は、奈良県中部に位置する南北幹線道路であり、延長約1.4kmの

道路整備事業。

■本道路は、県中和地域と吉野地域を繋ぐ道路であり、奈良県道路整備基本計画(平成26年7

月)において、骨格幹線道路ネットワークにおける路線の線的整備箇所として重点的な整備を

推進する路線に位置づけられている。

　　　　　高規格幹線道路・有料道路　　　　　４車線以上　　　　　２車線　　　　　未改良区間　　　　　路線の面的整備箇所　　　　　結節点の線的整備箇所　　　　　課題箇所の面的検討箇所
凡　　例骨格幹線道路事業展開箇所 結節点の点的整備箇所路線の線的整備箇所課題箇所の面的検討箇所
高規格幹線道路・有料道路
4車線以上
2車線未改良区間凡 例骨格幹線道路事業展開箇所

165



１．路線の状況（周辺の状況）１．路線の状況（周辺の状況）１．路線の状況（周辺の状況）１．路線の状況（周辺の状況）
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■（主）桜井吉野線百市工区は、桜井市街地と吉野地域を繋ぐ南北幹線道路である。

■本道路は（一）多武峰見瀬線やふるさと農道針道宮奥地区と一体となり、宇陀市・明日香村

をつなぐ広域ネットワークを形成している。

事業中高速自動車国道一般有料道路一般国道（直轄）一般国道主要地方道一般都道府県道
【対象事業】【その他道路】凡 例

（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線百市工区百市工区百市工区百市工区
L=1.4km

◆◆◆◆事業区間事業区間事業区間事業区間位置図位置図位置図位置図

24

165
166

370

37

15

28

31

155

169

165

166

169 吉野町

桜井市
宇陀市

大淀町高取町 明日香村
橿原市

新鹿路トンネル
H15供用

H21供用 八井内トンネル
H15供用 大峠トンネル

H14供用
桜井市街

吉野町へ
宇陀市へ明日香村へ

と う の み ね み せ

しんろ く ろ や い な いバイパス区間バイパス区間バイパス区間バイパス区間
L=0.4km

現道拡幅区間現道拡幅区間現道拡幅区間現道拡幅区間
L=1.0km



２．事業の概要２．事業の概要２．事業の概要２．事業の概要
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◆事業の目的◆事業の目的◆事業の目的◆事業の目的 ◆事業◆事業◆事業◆事業概要概要概要概要

・走行性の向上

・救急救命活動の支援

・観光振興の支援

・地域産業の支援

・緊急輸送道路ネットワークの機能強化

路線名 主要地方道桜井吉野線事業区間 奈良県桜井市下居～奈良県桜井市百市事業延長 約1.4km構造規格 第３種第３級設計速度 40km/h計画交通量 4,700台/日車線数 ２車線道路幅員 9.75m事業費 全体事業費 22.5億円主要な構造物 橋梁①L=43m、橋梁②L=28m事業の経緯 平成17年度 事業化

お り い もものいち
◆事業区間の道路構造◆事業区間の道路構造◆事業区間の道路構造◆事業区間の道路構造

※単位（m）

対象事業（バイパス）対象事業（現道拡幅）その他の道路凡 例
※単位（m）



２．事業の概要（計画図）２．事業の概要（計画図）２．事業の概要（計画図）２．事業の概要（計画図）
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■ （主）桜井吉野線百市工区は、桜井市下居から百市に至る延長約1.4kmの道路。

（現道拡幅1.0km、バイパス0.4km）

◆事業区間計画図◆事業区間計画図◆事業区間計画図◆事業区間計画図

（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線百市工区百市工区百市工区百市工区L=1.4kmL=1.4kmL=1.4kmL=1.4km
166

37

15

155

桜井市
宇陀市

明日香村

165

169

至 吉野町

桜井駅 大和朝倉駅大福駅耳成駅近鉄大阪線 香久山駅
JR桜井線 2車線整備済

2車線整備済
幅員狭小区間 写真1 ・2 （主）桜井吉野線現道の状況

桜井市下居
桜井市百市

お り い もものいち

写真3 2車線整備済み区間の状況

バイパス区間バイパス区間バイパス区間バイパス区間
L=0.4km

現道拡幅区間現道拡幅区間現道拡幅区間現道拡幅区間
L=1.0km

事業中高速自動車国道一般有料道路一般国道（直轄）一般国道主要地方道一般都道府県道
【対象事業】【その他道路】凡 例



23%

9%

69%

83%

9%

9%

0% 50% 100%

2車線整備なし
2車線整備あり

60 571.00
0.95
0.97

0.000.200.400.600.801.001.20
0204060
80100120

H22 H27桜井市 桜井市 奈良県
（千人） （対H22伸び率） 37 371.00 1.01

1.01

0.000.200.400.600.801.001.20
0102030
405060

H22 H27桜井市 桜井市 奈良県
（千台） （対H22伸び率）
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３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点

◆桜井市の自動車保有台数◆桜井市の自動車保有台数◆桜井市の自動車保有台数◆桜井市の自動車保有台数

■ （主）桜井吉野線の交通量は、 新鹿路トンネルの開通（H15）により大きく増加した後、京奈和自動車

道橿原高田IC～御所IC（H24）、御所IC～御所南IC（H27）の開通により減少。

■ （主）桜井吉野線は、 H29年6月に第二次緊急輸送道路に追加指定。

■桜井市の人口は、減少傾向（対H22伸び率0.95）。

■桜井市の自動車保有台数は、横ばいで推移（対H22伸び率1.01）。

出典：国勢調査

◆桜井市の人口◆桜井市の人口◆桜井市の人口◆桜井市の人口

出典：奈良県統計年鑑※二輪車を含まない

117 91 676 698 1441,363 1,534 4,091 5,494 2,7761,480 1,625 4,767 6,192 2,920 3,6001.00 1.10 3.22 4.18 1.97 2.43
0.00

1.50

3.00

4.50

02,0004,0006,0008,00010,00012,000
H9 H11 H17 H22 H27 整備後

（台/12ｈ） （対H9伸び率）◆（主）桜井吉野線の交通量◆（主）桜井吉野線の交通量◆（主）桜井吉野線の交通量◆（主）桜井吉野線の交通量

出典：道路交通センサス
小型車交通量大型車交通量対H22伸び率

※整備後の値は2車線整備時の交通量推計結果より整備により交通量が増加 宇陀市
下市町大淀町

橿原市
高取町御所市御所南IC

御所IC

24

橿原高田IC 169

15

37

165

169

新鹿路トンネル
交通量調査交通量調査交通量調査交通量調査地点地点地点地点桜井市浅古桜井市浅古桜井市浅古桜井市浅古桜井市

吉野町
至天理市・田原本町

至川上村・上北山村下北山村

【桜井市方面と吉野町方面との間の交通の利用ルートの変化】（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線百市工区百市工区百市工区百市工区166

※2車線整備なし・ありの場合の交通量推計結果より※桜井市（百市工区北側）・天理市・田原本町～桜井市（百市工区南側）・吉野町・川上村・上北山村・下北山村間を移動する交通のルート内訳

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化１）事業を巡る社会経済情勢等の変化１）事業を巡る社会経済情勢等の変化１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

高取町経由 桜井吉野線 宇陀市経由整備により桜井吉野線に交通が転換
現状整備後



◆桜井消防◆桜井消防◆桜井消防◆桜井消防署の声署の声署の声署の声

◆桜井消防◆桜井消防◆桜井消防◆桜井消防署救急搬送状況署救急搬送状況署救急搬送状況署救急搬送状況

（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線百市工区百市工区百市工区百市工区

３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点

２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果【【【【走行性の向上走行性の向上走行性の向上走行性の向上】【】【】【】【救急救命活動の支援救急救命活動の支援救急救命活動の支援救急救命活動の支援】】】】

8

◆◆◆◆ （主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線の交通状況の交通状況の交通状況の交通状況

166
37

15

155

桜井市
明日香村 至吉野町

出動件数 3,336件搬送人数 3,153人【搬送状況（平成28年）】

出典：高市消防署ヒアリング結果（H29.11）
百市工区の南側の地区に出動する際に桜井吉野線

を利用します。百市付近では道路が狭隘なため、追

い越し時や対向車とのすれ違い時に事故発生の危険

があります。また、カーブで見通しが悪いため、減速を強いら

れるうえ運転手は神経をすり減らしています。紅葉シーズン

や蹴鞠など談山神社の行事がある際は、談山神社から桜井

吉野線まで激しい渋滞となりますが、幅員が狭いため端によ

けていただいても緊急車両が進めなくなってしまいます。

このように幅員の狭さと連続するカーブが救急活動の支障

となっており、改善をお願いします。

医療機関名 搬送件数(件)済生会中和病院（桜井市） 212天理よろづ相談所病院（天理市） 157高井病院（天理市） 99平成記念病院（橿原市） 79南奈良総合医療センター（大淀町） 39
【搬送件数が多い医療機関（平成28年）】【百市工区南側への出動状況（平成28年）】出動件数 18件搬送人数 16人

■本道路の現道は、道路の幅員が狭く見通しも悪いことから、走行性が低く大型車のすれ違いが困難な状況。

■桜井消防署では、百市工区より南側の救急搬送は必ず本道路を通過しているが、走行性の低さが救急活動の妨

げとなっている。

■本道路の整備により、通行車両の走行性の向上と救急搬送の円滑化が期待される。（一般車両では2分の短縮）

済生会中和病院済生会中和病院済生会中和病院済生会中和病院
桜井消防署桜井消防署桜井消防署桜井消防署

写真1・2 幅員狭小区間の状況 多武峰地区

165



飛鳥エリア 大宇陀エリア多武峰エリア

３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点

２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果【【【【観光振興の観光振興の観光振興の観光振興の支援支援支援支援】】】】

9

◆（主）◆（主）◆（主）◆（主）桜井吉野桜井吉野桜井吉野桜井吉野線の整備による観光エリア間の連携強化線の整備による観光エリア間の連携強化線の整備による観光エリア間の連携強化線の整備による観光エリア間の連携強化

松山伝統的建造物保存地区宇陀松山城跡又兵衛桜かぎろひの丘万葉公園
24

165

166

370

37
15

31

155

169

165

166

橿原市

吉野町

桜井市
宇陀市

高取町
明日香村 談山神社石舞台古墳岡寺飛鳥寺甘樫丘 橘寺高松塚古墳

桜井市街 石舞台古墳 松山伝統的建造物保存地区（宇陀市）
談山神社

■談山神社は今年度から新たに開始したJR東海の奈良観光キャンペーン｢うまし うるわし 奈良｣により上半期の観光客数が前年

度と比較して約15,000人増加（1.5倍）した。

■また、県観光部局が12月より路線バスを活用した冬期誘客促進事業「路線バス運賃キャッシュバックキャンペーン」が開始され

ている。

■観光客の増加に向けて桜井市･明日香村・吉野町が、各観光地の連携強化を検討しているが、本工区は道路幅員が狭く見通し

も悪いことから観光バス等の通行に支障をきたしている状況。

■本道路の整備により、桜井市街地から各観光エリアへのアクセスが向上し、観光客の周遊を支援することで、地域の活性化が

期待される。

吉野地域から吉野エリア

吉野山の桜

27 28 30 
45 

98 
84 76 

（76）
0

20

40

60

80

100

120

140

H26 H27 H28 H29

千人千人千人千人 談山神社観光客数(千人) 下半期上半期125
112 106

（121）

JR東海の観光キャンペーンにより観光客が増加↑

（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線百市工区百市工区百市工区百市工区



桜井市
27 吉野町

26五條市
14大淀町

14宇陀市
11

生駒市
11

天理市
10

その他
39

◆（主）桜井吉野線の整備による◆（主）桜井吉野線の整備による◆（主）桜井吉野線の整備による◆（主）桜井吉野線の整備による桜井木材団地・市場へ桜井木材団地・市場へ桜井木材団地・市場へ桜井木材団地・市場へのアクセス向上のアクセス向上のアクセス向上のアクセス向上

３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点

２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果【【【【地域産業地域産業地域産業地域産業の支援の支援の支援の支援】】】】
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■桜井市は吉野町とともに吉野材の集散地となっており、多くの製材所が集積している。

■本道路の現道は、道路の幅員が狭く見通しも悪いことから走行性が低く、大型車の通行に支

障をきたしている状況となっている。

■本道路の整備により、吉野地域から桜井方面へのアクセスが向上し、木材輸送の効率化に

寄与するものと期待される。 【奈良県の木材･木製品製造業の市町村別事業所数】
出典：工業統計調査（平成26年）
桜井市が県内で最も多い※県合計：152事業所※従業者4人以上の事業所

写真1 現道における木材輸送 写真2 桜井木材団地

（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線百市工区百市工区百市工区百市工区
24

165

166

370

37
15

28

155

169

165

166

橿原市

吉野町

桜井市
宇陀市

大淀町高取町明日香村
桜井木材団地桜井木材団地桜井木材団地桜井木材団地

吉野地域から
吉野の木材市場で調達さ

れた原木を製材所に輸送

桜桜桜桜井木材市場井木材市場井木材市場井木材市場
吉野町等で伐採された

原木を木材市場に輸送

市場で調達した原木を製材所で加工



◆奈良県緊急輸送道路ネットワーク◆奈良県緊急輸送道路ネットワーク◆奈良県緊急輸送道路ネットワーク◆奈良県緊急輸送道路ネットワーク

（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線百市工区百市工区百市工区百市工区

出典：奈良県緊急輸送道路ネットワーク図（H29.6）
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３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点

２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果【【【【緊急輸送道路ネットワークの機能強化緊急輸送道路ネットワークの機能強化緊急輸送道路ネットワークの機能強化緊急輸送道路ネットワークの機能強化】】】】

■（主）桜井吉野線百市工区は第２次緊急輸送道路に指定されており、災害時に緊急車両の通

行を確保すべき重要な路線である。しかし、平成29年10月の台風21号時に土砂崩れや路肩

の崩壊による通行止めが発生するなど、災害時の信頼性に課題が生じた。

■本道路の整備により、国道169号と相互に補完し、県中和地域と県南和地域の間の道路機能

が強化され、災害時の緊急輸送の確保が期待される。

11

写真1・2 平成29年台風21号による被災状況（崩土・路肩崩壊）

桜井駅前広場桜井駅前広場桜井駅前広場桜井駅前広場桜井市役所桜井市役所桜井市役所桜井市役所

吉野町役場吉野町役場吉野町役場吉野町役場
県中和地域～県南和地域間の緊急輸送を相互に補完



※１ 便益・費用については、現在価値化した値である。※２ 残事業については、基準年の翌年度以降の残事業費及び翌年度以降の供用により発生する便益で算出している。

■算出条件等基準年 ：平成29年度検討期間 ：50年間現在価値算出のための社会的割引率交通量の推計時点 ：平成42年度推計に用いた資料 ：平成17年度道路交通センサス適用した費用便益分析 ：平成20年11月版マニュアル事業費 ：21.6億円（現在価値）維持管理費 ：861千円/km作成主体 ：奈良県
：4％

◆残事業

（前回再評価時Ｂ／Ｃ＝１．５）
便益（B） 走行時間短縮便益 走行経費減少便益 交通事故減少便益 総便益※1

費用便益比（B/C）
27.1億円 0.7億円 0.3億円 28.1億円

1.3費用（C） 事業費 維持管理費 総費用※1

21.6億円 0.2億円 21.8億円
便益（B） 走行時間短縮便益 走行経費減少便益 交通事故減少便益 総便益※1

費用便益比（B/C）
27.1億円 0.7億円 0.3億円 28.1億円

2.7費用（C） 事業費 維持管理費 総費用※1

10.1億円 0.2億円 10.3億円

３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点

12

３）事業の投資効果３）事業の投資効果３）事業の投資効果３）事業の投資効果



３．３．３．３．事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点

13

４）地域における計画等４）地域における計画等４）地域における計画等４）地域における計画等

事業の位置づけ

○奈良県道路整備基本計画（平成26年7月）

骨格幹線道路ネットワークにおける路線の線的整備箇所として位置づけ重点的な整

備を推進。

〇桜井市都市計画マスタープラン（平成23年4月）

（主）桜井吉野線は交通流の円滑な処理を役割とする都市幹線道路に位置づけ。

要望経緯

○平成30年度県予算等に関する要望事項（部長要望）奈良県市長会（平成29年9月）

桜井吉野線（百市工区）の未改良区間の早期完成を要望。

○桜井市長との意見交換会（平成28年5月）

桜井吉野線（百市工区）の事業促進を要望。
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４．事業の進捗の見込みの視点４．事業の進捗の見込みの視点４．事業の進捗の見込みの視点４．事業の進捗の見込みの視点

■平成27年度より工区の最も南側で道路拡幅工事や橋梁工事を進めており、今年度末に現道拡

幅区間170mを供用する予定である。

■平成29年10月時点の進捗は、事業進捗率45％、用地買収率48％。

■引き続き、残る用地買収や工事を進め、早期の供用を目指す。

（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線（主）桜井吉野線

百市工区百市工区百市工区百市工区

L=1.4kmL=1.4kmL=1.4kmL=1.4km

桜井市 宇陀市

明日香村

桜井市下居
桜井市百市 バイパス区間バイパス区間バイパス区間バイパス区間L=0.4kmL=0.4kmL=0.4kmL=0.4km

現道拡幅区間現道拡幅区間現道拡幅区間現道拡幅区間L=1.0kmL=1.0kmL=1.0kmL=1.0km
凡例【対象事業】事業中【その他道路】主要地方道一般都道府県道
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５．前回再評価時との比較５．前回再評価時との比較５．前回再評価時との比較５．前回再評価時との比較

桜井市

・世帯数 21,417世帯（H22）→21,672世帯（H27） 255世帯（1.2％）増

・人口 60,146人（H22）→57,244人（H27） 2,902人（4.8％）減

・自動車保有台数 37,017台（H22）→37,213台（H27） 196台（0.5％）増

（主）桜井吉野線

・交通量 6,192台/12h（H22）→2,920台/12h（H27） 3,272台/12h（52.8％）減

事業計画等

・事業進捗率 14％（H24）→45％（H29）

・用地進捗率 15％（H24）→48％（H29）

・事業費 約22.5億円（H24)→約22.5億円（H29）

・完了年次 平成31年度→平成35年度

費用便益比

・B/C 事業全体：2.2（H24）→1.3（H29）

残事業 ：2.7（H24）→2.7（H29）
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５．コスト縮減や代替案立案等の可能性及び事業完５．コスト縮減や代替案立案等の可能性及び事業完５．コスト縮減や代替案立案等の可能性及び事業完５．コスト縮減や代替案立案等の可能性及び事業完

了後の良好な公共サービス提供の視点了後の良好な公共サービス提供の視点了後の良好な公共サービス提供の視点了後の良好な公共サービス提供の視点

◆コスト縮減に配慮した施工◆コスト縮減に配慮した施工◆コスト縮減に配慮した施工◆コスト縮減に配慮した施工

◆事業完了後の良好な公共サービス提供◆事業完了後の良好な公共サービス提供◆事業完了後の良好な公共サービス提供◆事業完了後の良好な公共サービス提供

現在の計画で事業の進捗に問題がないため、代替案の検討は行わない。

◆代替案立案等の可能性◆代替案立案等の可能性◆代替案立案等の可能性◆代替案立案等の可能性

供用開始時に、道路を利用される方々が安全で快適に利用していただけるよう、引

き続き関係機関協議等を着実に実施する。

伸縮装置は、止水性に優れる2重止水構造を有するタイプの使用により約13百万円

のコスト縮減が期待される。

より一層コスト縮減に努めながら、引き続き事業を推進する。



６．対応方針（案）６．対応方針（案）６．対応方針（案）６．対応方針（案）

17

 （主）桜井吉野線の走行性向上が図られる。

 救急救命活動の迅速化が図られる。

 観光振興の活性化を支援する。

 地域産業の活性化を支援する。

 緊急輸送道路の機能強化が図られる。

 費用便益比（B/C）は事業全体で1.3、残事業で2.7 。

２．事業進捗の見込みの視点

（主）桜井吉野線は、事業の必要性等に関する視点、事業の進捗の見込

みの視点から継続が妥当と判断できる。

引き続き事業を推進し、早期の事業完了を目指すことが適切である。

事 業 継 続

１．事業の必要性等に関する視点

 現在、用地買収及び補強土壁工、橋台工を実施中。事業進捗について大きな問題は

ない。

 引き続き事業を推進し、平成30年代半ばの事業完了を目指す。


